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資料３

ネガワット事業者による調達・販売計画の提出方法

平成２８年９月７日

ネガワット取引に関する実務者会議 事務局



2前回会議における質疑で出た課題

課題：ネガワット事業者による「調達計画」と「販売計画」の提出は「発電販売計画」・「需要調
達計画」のいずれを用いる方が良いか。（システム作成に向け現段階で決める必要がある）
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 翌日計画以降は原則、
需要計画 ＝ 調達計画 － 販売計画

（ネガワット事業者は需要計画＝ゼロ）

 翌日計画以降は原則、
販売計画 ＝ 発電計画 ＋ 調達計画

（ネガワット事業者は発電計画＝ゼロ）

◇ 確定数量スキームを踏まえ計画間整合確認を考えた場合には「需要計画」の項目がある
「需要調達計画」としてはどうか。

・広域機関は需給状況の管理を行う上で、需要計画の総量を確認する必要がある。
・確定数量契約では、小売電気事業者Ａ（DR需要者へ販売を行う側）は、需要計画量で精算す

るため、需要計画を変更しないと思われる（参考：第7回制度設計専門会合、資料５。）
・ネガワット事業者はＤＲによる需要抑制分を、需要計画にマイナス計上し、その分の電力量を

販売計画に入力いただくことで、広域機関は正しい需要計画の総量を確認できるようになる。
（一般送配電事業者のシステムにて、需要計画のマイナス計上に対応できるか確認が必要。）

対応案：確定数量契約のフローは未確定であるものの、ネガワット事業者による「調達計画」と
「販売計画」の提出は、以上の理由により「需要調達計画」を用いることとしたいが、いかがか。



3（参考）確定数量スキームの計画提出について 第７回制度設計専門会合(H28.5.25)

資料5 より引用



4（参考）確定数量スキームの計画提出について
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OR

ネガワット事業者が需要調達計画を提出 → 小売電気事業者A＋ネガワット事業者の需要 ＝ ８０
ネガワット事業者が発電販売計画を提出 → 小売電気事業者A＋ネガワット事業者の需要 ＝１００（NG）

発電販売計画を用いると、実際より需要が２０増え、その解消に２０の架空の供給力を計上してしまう。


